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ビッグデータ技術を活用した高齢者向け製品の安全性の向上（産総研受託事業） 

 介護施設等が保有する高齢者事故情報等をビッグデータ解析を活用し、高齢者の事故の特徴を
明らかにする。（高齢者事故の見える化） 

 介護施設等にカメラ等を設置し、収集した高齢者の動作情報から高齢者向けの製品開発に活用
するための基盤データ（動画ライブラリー）を整備。企業による製品・サービスの開発をサポート。 

 将来的には、通報や駆けつけ等のサービスとパッケージ化された高齢者向けの安全性の高い製品
開発へと繋げる。 
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介護施設Ａで発生した事故の分析 
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機器（タテ軸）×行動（ヨコ軸）のクロス分析 

 2015から2017年度に介護施設Ａで発生した事故に関する施設内の報告書（238ケース）を分
析した結果、「移乗時」ｘ「ベッド・車椅子」に事故が多いことがわかった。「椅子」、「トイレ」から「車椅
子」への移乗も多く起きていることから、「車椅子」への移乗が課題となっている。 



機密性○ 介護施設Ｂで発生した事故の分析 

3 

テーブル

トイレ

ベッド

椅子

更衣室

車いす

不明

歩行器

浴室

その他

0

20

40

60

80

100

120

140

160

 

 

 2015、2016年度に介護施設Ｂで発生した事故に関する施設内の報告書（481ケース）を分析
した結果、「椅子」×「座ろうとした」、「車椅子」×「移乗中」に事故が多いことがわかった。 

機器（タテ軸）×行動（ヨコ軸）のクロス分析 
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高齢者の生活行動の動画の収集・行動ライブラリーの作成 
 Kinectを利用して生活行動の動画として収集し、インシデントや事故発生時の動作を記
録する。インシデント・事故の発生が多いとされる以下のエリアで生活行動動画を収集。 

• 廊下での通常歩行、杖歩行、歩行器利用、車椅子移動
など 

• ベッドの立ち座り、椅子/車椅子への移乗など 
• 食事中の状況、及び食堂での椅子の立ち座り、移乗な
ど 

• リハビリトレーニング（ウォーキング）中の状況 

廊下→ 

←食事場所 

協力施設から提供 

協力施設から提供 

Kinect取付例 
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生活機能に関連付けて行動を整理（作成中の行動ライブラリ例） 

5 
N=22 ※撮影者には事前に許可済み。撮影した動

作情報の顔消しを施した上で、ライブラリ
を作成。 



機密性○ 事故データ・行動ライブラリの共有のイメージ 
 

 

6 



機密性○ 今後の展開：ビンテージ市場の創出－新たなサービス・製品の開発－ 
 「人生１００年時代」に対応した新たな製品・サービスを生み出すための基盤の創出が必要。 
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［参考］生活産業分野における高齢者市場の将来推計 

（参考）人生100年時代の製品・サービスイメージ 
• 健康状態を知らせてくれるベッド 
• 自分にぴったりの主治医が見つかる紹介所 
• 常に自分の周りの危険を感知してくれるウエアラブル 
• 一人で背中に湿布を貼れる補助機 
• 食品の賞味期限が近づくと知らせてくれる冷蔵庫 
• 自分の家族、友人などの声を識別できる電話（オレオレ詐欺対策） 
• 空も飛べる車椅子 
• 複数のメンバーで見るとき、聴力に応じた音が出るテレビ 



機密性○ 今後の展開： 
ビンテージ市場の創出－イノベーションを生み出すコンソーシアム形成－ 

 超高齢者が安全で長く健康であることを可能とする製品・サービス・社会システムを
創出するため、アイデアが戦略的かつ継続的に生み出され、社会に実装されていく
オープンイノベーションの仕組み（ビンテージソサエティ・コンソーシアム）の構築
を目指す。 
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• 企業や自治体、大学と消費者や住民自身が一体に
なって、商品開発や街づくりなどの課題を解決する取組。 

［参考］リビングラボ ［参考］フューチャーセンター（FCAJ) 

• 企業、政府、自治体などの組織が中長
期的な課題の解決、オープンイノベー
ション、ソーシャルイノベーション によ
る創造を目指し、様々な関係者を幅広く
集め、対話を通じて新たなアイデアや問
題の解決手段を見つけ出し、相互協力の
下で実践する場。 
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